添付２号様式
学　　　則
１　開講目的：介護職員として基本的な介護業務を行うための知識・技術の普及
２　研修事業の名称：介護職員初任者研修事業
３　実施形式：　通学　・　通信
４　研修期間：標準受講期間４ヶ月、無料延長制度４ヶ月有り、最大8ヶ月
５　研修ｶﾘｷｭﾗﾑ：通信学習：36時間、実技ｽｸｰﾘﾝｸﾞ：95時間（修了試験1時間を含む）、定員：20名
　　　　　　　　時間：全日・速習クラス

・青森校：青森本町教室10：00～17：05、弘前教室10：15～17：20

　　　　　青森西滝教室 9：30～16：35  　                         

・八戸校：八戸番町教室、八戸根城教室、三沢教室、むつ教室

9：30～16：45

　　　　　　　　　　　夜間クラス

　　　　・青森校：青森本町教室17：45～20：55
６　講師の氏名：青森校…千葉 悦子、奥井 史代、乗田 弥、工藤 るり子、渋谷 章子、朝田 みつ江、横濱 紀子、伊藤 和夫、黒滝 はるみ、神　都子
　　　　　　　　八戸校…濱田 優子、池田 章子、神馬 シゲ子、奥本 紋子、

竹山 章子、黒川 広美、小泉 紀之、穐元 理恵、鈴木 広幸、

田中 秀子、上田 留奈、一戸 絵美子、中上 みせ子、

中嶋 徳子、木村 真理、榊 規夫、上小路 誠、松橋恵美
半澤 朋子、冨田 優子、宮川 直久
７　研修修了の認定方法
（１）出欠の確認方法：演習時間は講師が、実習は実習指導者が出欠を確認
（２）成績の評定方法：成績表を各提出日の次の講義時にて返却する。

　　　　　　　　　　　合格＝70点以上、不合格＝69点以下の場合は合格点に達するまで再提出させる。 

（３）修了認定の方法：すべての添削課題の合格ラインへの到達、スクーリング全日程出席、知識と技術の評価テスト（実技チェック試験・一問一答式筆記試験）の合格、修了試験（5肢択一方式・正誤方式・選択方式）の合格、および受講料等が完納されている者を修了者と認める。　合格＝70点以上　　不合格＝69点以下
８　開講時期：平成30年4月22日～平成31年3月31日
９　受講対象者：在宅・施設を問わす介護業務に従事しようとする者であり、16歳以上の演習を含む全ての課程を自分ひとりの力で受講・遂行することが可能な者とする。（ただし、母性保護のため、妊娠しているものは除く）
１０　受講手続（募集要領等）
（１）募集時期及び方法
　　　　平成30年　3月　22日～平成31年3月31日（新聞・Web・チラシ等）

（２）受講申し込み及び受講者の決定方法
　　　　①当社指定の申込用紙またはWebの申込みフォームに必要事項を記入・入力し、郵送・Web手続きにより申し込む。但し、定員に達した場合は受付終了とする。

　　　　②当社は申込み内容を確認後、受講料等支払いのため書類を受講者宛に送付する。

　　　　③受講料入金確認後、教材発送を行う。
（３）受講料返還方法

　　　　受講申込手続き完了後の解約については、研修期間の標準受講期間内において解約申出を受ける。解約清算については、次のとおりとする。
①教材受領後8日以内の解約申出であれば「クーリングオフ」を適用し、受講生へ受講料全額の返還を行う。
②受講開始日以降であれば、原則、受講料を全額納入とし、返還は行わない。
１１　受講料、実習費等
　　　　118,800円（税込み）（テキスト代含む）

１２　本人確認の方法

　　　　　　　　　確認書類（戸籍謄本、戸籍抄本若しくは住民票、住民基本台帳カード、在留カード等、健保険証、運転免許証、パスポート、年金手帳）の提示により確認。
１３　その他

　　　・補講料：知識と技術の評価テスト初回無料、2回目以降3,090円（税込み）とする。

　　　・補講料：修了試験についての費用は初回から3,090円とする。

　　　・実習料：希望者のみについての費用は有料とする。

　　　・研修の免除：なし
注１　「研修期間」は、研修（講義・演習・実習）の開始から終了までの期間を、年、月、又は日を単位として記載すること。
２　「受講料」は、講習料、実習料、教材料など受講者が負担しなければならない１人分の費用を記載すること。
